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三十三間堂官衙遺跡
さんじゅうさんげんどうかんがいせき

について理解を深める最終回は、正倉院
しょうそういん

について、そして史跡のこれからに 

ついてです。 

正倉院※税の米などを保管・管理する倉庫(正倉)群がある場所 

三十三間堂官衙遺跡の正倉院には、南西部の平らな土地に１０ 

棟
とう

の礎
そ

石
せき

建物の倉庫群や、管理棟などとみられる掘立柱
ほったてばしら

建物が建 

てられました。礎石建物は高
たか

床
ゆか

の建物で、瓦
かわら

がみつかっていない 

ことから、屋根は板
いた

葺
ぶ

きだったと考えられます。また、これらの 

建物群を火災から守るため、周りを一辺約１５０ｍの方形状に溝
みぞ

 

で囲んでいました。このほか、正倉院の入口から郡庁院
ぐんちょういん

や東の麓
ふもと

 

につながる通路があったこともわかりました。郡衙の重要な役目 

であった租
そ

税
ぜい

の管理が、曰
わた

理
り

(亘理)郡衙でも行われていたのです。 

 

史跡を守り・伝える 

三十三間堂官衙遺跡は、保
ほ

存
ぞん

状態が良いことから遺跡の内容を

よく知ることができ、史跡となりました。この遺跡が守られたの

は、古くから地
ち

域
いき

の人々にとって大切だと考えられてきたことや、

遺跡が山林にあり、さらには墓地があることによって開発の影響
えいきょう

が少なかったことも考えられます。 

史跡は保存されることが基本ですが、守るだけでなく、より多く

の人々が史跡を訪
おとず

れ、学べる場とし、地域の「宝
たから

」であると伝え

ていくことが大切です。 

亘理町では、史跡整備基本計画を策
さく

定
てい

し、整備事業を行い保存･

活用を図っていきます。具体的には、郡衙の建物などがどこにあっ

たのか、どのような遺跡だったのかが現地でわかるような表示や緑

地の整備、園路や説明板の設置などです。また、JR逢
おお

隈
くま

駅に近いこ

とや、豊かな自然に恵
めぐ

まれたこの史跡の特色を活かして、多くの

方々が訪れ、憩
いこ

える場としていきたいと考えています。 

 

 

 
次号の「郷土しりょうかん」は、４月に発行する予定です。 

郷土資料館、図書館、各公共施設
かくこうきょうしせつ

の窓口
まどぐち

に置きますのでご覧
らん

ください。 

国史跡三十三間堂官衙遺跡指定30周年記念  三十三間堂官衙遺跡を知ろう！（４） 

▲正倉院礎石建物跡見学の様子 

(小学生文化財めぐり) 

▲現在の郡庁院跡のようす 

▲郡庁院周辺整備イメージ図 

亘理町では、史跡整備基本計画を策
さく

定
てい

し、整備事業を行い保存･

活用を図っていきます。具体的には、郡衙の建物などがどこに  

あったのか、どのような遺跡だったのかが現地でわかるような表

示や緑地の整備、園路や説明板の設置などです。また、JR逢
おお

隈
くま

駅

に近いことや、豊かな自然に恵
めぐ

まれたこの史跡の特色を活かして、

多くの方々が訪れ、憩
いこ

える場としていきたいと考えています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 今年度はオープンミュージアムと同日の１１月３日、記念展 

「古代の役所―陸奥国
む つ の く に

曰
わた

理
り

郡
ぐん

衙
が

からみる律令
りつりょう

時代―」に関連して

開催しました。 

三十三間堂官衙遺跡整備委員会副委員長の大
おお

橋
はし

泰
やす

夫
お

先生(島根

大学教授)を講師にお招きし、「三十三間堂官衙遺跡を学ぶ」と題

して講演いただき、長年にわたり古代の地方官衙などを研究され

てきた大橋先生からみた“三十三間堂官衙遺跡の特徴
とくちょう

や価
か

値
ち

”な

どについて詳
くわ

しくお話いただきました。 

当日は８９人の方々にご参加いただき、三十三間堂官衙遺跡へ

の関心の高さを改めて実感しました。出席者からは多くの質問が

あるなど、充実
じゅうじつ

した時間となりました。 

 １１月３日の「文化の日」を記念して、郷土資料館を特別開館

しました。今回も「郷土芸能演
えん

舞
ぶ

会」を開
かい

催
さい

し、亘理枡
ます

取
と

り舞
まい

保

存会の方々に出演いただきました。総合学習で舞に取り組んでい

る吉
よし

田
だ

小学校３年生の３名も加わり、にぎやかに舞が披
ひ

露
ろう

され、

日
ひ

頃
ごろ

の練習の成果を発
はっ

揮
き

された児童のみなさんには盛大な拍
はく

手
しゅ

が送られました。 

 また、展
てん

示
じ

室
しつ

内には切り絵や昔のおもちゃ遊びを体験できる 

コーナーを設置したほか、常設・記念展示の内容から出題した 

チャレンジクイズの正解者には、三十三間堂官衙遺跡史跡指定 

３０周年記念のオリジナルクリアファイル(右下図)をプレゼント

しました。 

◀上：郷土芸能演舞会「亘理枡取り舞」の様子 

 下：昔のおもちゃ遊び体験の様子 

 

 
令和４年１２月２４日(土)から令和５年１月２６日(木)にかけて、企画

き か く

展示室で「三十三間堂官衙遺跡

をもっと知らせよう！もっと広めよう！キャラクター選出展」が行われました。令和４年で三十三間堂官

衙遺跡が史跡指定 30 周年を迎
むか

えたことを記念して町内の小学校６年生を対象に行った出前授業にて、

「史跡 PR キャラクターのデザイン」を考えてもらったものです。 

この展示では、集まった１４８点の中からみなさんの投票によっ

て第二次選考に進む１５点が選ばれます。そして、最終的に史跡の

PR に活用するグランプリ・準グランプリの２点が決まります。 

どのキャラクターがグランプリに選ばれるのか、楽しみにお待ち

ください。 

 
ステキなキャラクターの 

誕生
たんじょう

が待ち遠しいのう 

◀
受
講
の
様
子 

▶
大
橋
泰
夫
先
生 

◀
ク
リ
ア
フ
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イ
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亘
わた

理
り

伊
だ

達
て

家
け

の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

である大
だい

雄
おう

寺
じ

には歴代領主の墓が建てられており、その中心にあるのが初代領主

伊達
だ て

成
しげ

実
ざね

が眠
ねむ

る霊
たま

屋
や

です。 

霊屋は正保３
しょうほう

年(1646)に成実が７９歳
さい

で亡
な

くなってから間もなく築かれ、中には軍
ぐん

扇
せん

を持つ甲冑
かっちゅう

姿
すがた

の成実木像が納
おさ

められました。霊屋は江戸
え ど

時代初期を代表する霊屋建築として宮
みや

城
ぎ

県
けん

の指定文化財になっ

ています。 

１月１６日(月)、今年度２回目の霊屋開帳と成実木像の一
いっ

般
ぱん

公開を実施し、1５９人の方が参
さん

拝
ぱい

されま

した。また、午前には奥州
おうしゅう

・仙
せん

台
だい

おもてなし集団伊達武将隊
ぶしょうたい

の伊達成実さんと、郷土資料館学芸員による

現地解説会を行いました。成実の生涯
しょうがい

や亘理伊達家に起こった事件などについて成実さん自作の紙芝居

を交えながら解説し、４７人の参加者は熱心に耳を傾
かたむ

けていました。 

 

 

▲成実霊屋参拝の様子 

次回の御開帳は 

８月１６日(水)じゃ！ 

 
毎年１月２６日は文化財防火デーです。この日は、文化財を火災などの災害から守るとともに、全国的

に文化財防火運動を展開することで国民の文化財愛護に関する意識の高
こう

揚
よう

を図るため、昭和
しょうわ

３０年

(1955)に制定されました。 

 新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

で２年続けて中止となっ

ていた町内の文化財防火査
さ

察
さつ

・訓練ですが、今年は１月２５日

(水)に南町北
みなみまちきた

区の称名寺
しょうみょうじ

で行われました。称名寺では県指定文

化財の阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立像
りゅうぞう

(黒本尊)を所蔵しており、訓練では、初期

消火や仏像避
ひ

難
なん

などの訓練が行われ、地域住民と共に火災から

文化財を守るための行動や体制などを確
かく

認
にん

し合いました。 ▲初期消火訓練の様子 

▲解説会の様子 

 
気が付けば令和４年度も残りわずかになりました。郷土資料館の今後の事業についてお知らせします。 

  
＊期間 ２月２５日(土)～５月１４日(日) 

＊時間 9:00～16:30(入館は 16:00 まで) 

＊場所 郷土資料館企画展示室 

＊期間 ２月１８日(土)～３月５日(日) 

＊時間 9:00～16:30(入館は 16:00 まで) 

＊場所 郷土資料館常設展示室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🔶    は休館日 

※上映会は「わたり復興の歩み」を終日上映 

 時間 ９：００～１６：３０ 

 場所 悠里館１階エントランスホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ 1７ 1８ 1９ ２０ ２1 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 2７ 2８ 

 

2９ ３０ ３１     

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

1２ 1３ 1４ 1５ 1６ １７ １８ 

１９ ２０ 2１ 2２ 2３ ２４ 2５ 

2６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１  

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ １８ 

１９ ２０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 

2６ 2７ ２８     

１月 ２月 

３月 

郷土資料館利用案内 

＊開館時間…9：00～16：30(入館は 16：00 まで) ＊観覧料…無料 ※特別展等有料の場合あり 

 今年度最後の「郷土しりょうかん」発行です。最近の大きな話題といえば、亘理町を舞
ぶ

台
たい

にした佐
さ

藤
とう

厚
あつ

志
し

さんの小説『荒
あれ

地
ち

の家族』が第１６８回芥川
あくたがわ

賞
しょう

に決まったことですね。亘理を扱
あつか

った作品が栄
えい

誉
よ

ある賞に

輝
かがや

き嬉
うれ

しいかぎりです。今回の受賞を機に、亘理の魅力
みりょく

が多くの方に広まることを願っています。 

 さて、例年は４月に始まる収蔵
しゅうぞう

資料展ですが、今回の期間は２月２５日から５月１４日までと年度をまた

いでの開催になりますのでご注意ください。令和５年度もみなさまに「郷土資料館に来て良かった」と思って

いただけるような運営を行ってまいりますので、近くまでお寄りの際はぜひ郷土資料館にお越
こ

しください。 

 

 

 

 

常設展 

Ｒ4.10.1～12.27 
●開館日数…71 日間 

●観覧者数…1,621 人(１日平均 23 人) 
  

記念展 

「古代の役所―陸奥国曰理郡衙 

からみる律令時代―」 

Ｒ4.10.8～11.27 
●開館日数…41 日間 
●観覧者数…1,235人(１日平均3１人) 

ご観覧、誠にありがとうございます 

資料 
整理日 

資料 
整理日 

収蔵 
資料展 
開始 

上映会
※ 

上映会
※ 

建国記念 
の日 

←←←←←年始休館→→→→→ 

成人の 
日 

天皇 
誕生日 

←←←←←特別整理期間→→→→→→

→ 

春分の 
日 

霊屋 
御開帳 

雛人形 
開始 

雛人形 
終了 

ｷｬﾗｸﾀｰ 
選出展 
最終日 

資料整理のため２月１３日～１７日まで休館します 


